
学校経営目標 「一人一人が輝く学校」づくり
〇主体的に学習へ取り組み、様々な関わり合いの中で協働していく場所
〇教職員と子どもたちが共に一人一人を認め、大切にしていく場所

◎自ら学ぶ力の育成
○基礎・基本の定着
（学習習慣、自主勉強）

○対話・議論を深めるための課題設定の工夫

○次の学びにつながる振り返り

○読書に親しむための習慣作り

【指標】

「自分の考えを書いたり、話したり

して伝えた」(６０％)

「本を読むことが楽しい」(６０％)

◎互いを認め合う活動の拡充
〇行動を認め、励ますボイスシャワーによる自己有用感

の育成

〇子ども同士で認め合いの言葉掛けをする場の拡充

「すごいね」「いいね」「がんばったね」「ありがとう」

〇楽しい時間を共有する活動の充実（たてわり活動等）

【指標】

「自分にはよいところがある」(７５％)

「自分から進んで友達の良いところを

伝えた」（７５％）

笠原小学校 重点目標 「学び合い 認め合い 挑戦する笠原っ子」

〇地域への情報発信の充実（ＨＰ・コドモン）
〇地域の資源を活用したカリキュラムマネジメント

【チーム笠原】
地域総がかりで子どもを育てる 〇SSS活用による業務削減

〇勤務実態管理による意識改革
〇メンタルヘルスの向上及び不祥事根絶の取組

○ ОＪＴによる若手・ミドルリーダーの育成
○個人目標の設定とフィードバック面談の充実

学び合い

◎体力と健康意識の向上
〇体力の向上を図り、運動の楽しさが分かる体育指導 〇健康に関心を持つ保健指導、食育指導 〇体験を通して学ぶ安全指導、防災教育の充実
【指標】「健康を意識して生活した。（メディアコントロール）」（７０％） 「めあてに向かって運動することが楽しい」（７０％）

認め合い

挑戦

子ども起点の教育

鼓濤教育

〇学校運営協議会を機能させる学校経営 〇人権教育の充実 〇さまざまな機関との連携・相談体制の充実

「自ら求め、学びを楽しむ子」
「お互いの良さを認め合う子」

「心も体も元気な子」


